


　クスリ（薬）、逆から読むとリスク（危険）。

薬は、病気の治癒を助けてくれます（主作

用）。一方、同時に予期しない効果（副作用）を

もたらす場合があります。また、その副作用

が、今度は他の病気の治療に役立つ主作用に

なる場合もあるのです。薬は不思議ですね。

　ご存じですか？１日に飲む薬の数は、年齢

と共に増加するといわれています。若いとき

には、薬など飲んだこともない人でも、歳を

取るにつれ、身体のあちこちに不調が出始め

て、１錠、２錠と薬の数が増えていきます。気

がつくと１日に 10 錠近くも飲んでいる場

合があります。増えた薬の数、減らす方法を

お教えします。

　私たちは誰もが病気になり、いつかは病院

に入院することがあります。入院中は、点滴

をすれば薬を飲まなくてもいいの？病院の

薬剤師って何しているの？退院したら薬を

どうすれば良いの？

　皆さんに身近な薬でも、疑問に思うことや

意外にも知らないことがたくさんあります。

今日の老年学・老年医学公開講座では、薬の

イロハをお伝えし、皆さんに薬博士になって

いただきます。
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